
品川区教育委員会会議記録 

 

平成 23 年  第 9 回  定例会 

 

場  所      教育委員室 

期  日      平成 23 年 6 月 14 日  

開  会      午後 2 時 00 分  

閉  会      午後 3 時 08 分  

 

出席委員  

委 員 長  安尾  久子   

委員長職務代理者  細川  珠生   

委 員  市川  信之助  

委 員  鈴木  敏夫   

教 育 長  若月  秀夫   

欠席委員   

 

出席職員  

教 育 次 長  田村  信二  

庶 務 課 長  齋藤  信彦  

学 務 課 長  和氣  正典  

指 導 課 長  冠木  健  

品川図書館長  中元  康子  



 

 

 

件名 

日程第1 第38号議案 
 
 品川区文化財保護審議会委員の委嘱について 
 

担当課説明等 

 
（庶務課長） 
・ 資料に基づき説明 
 

委員質疑要旨 

 
（委員Ａ） 
・ 審議会委員の一人を区議会議員とする根拠はなにか。 
 

事務局説明 

 
（庶務課長） 
・ 文化財保護審議会委員選任要項で定めている。 
 

委員意見要旨 
 
 特になし 
 

議事結果 
 
 原案可決 
 

 

議事運営  
および  
委 員 長 、教育
長報告事項等  

 
・ 署名委員に市川委員、鈴木委員を指名 
 



 

件名 

日程第2 協議事項 
 
 教育委員会事務事業の点検および評価について 
 

担当課説明等 

 
（庶務課長） 
・ 資料に基づき説明 
 

委員質疑要旨 

 
（委員Ａ） 
・ 学識経験者に依頼する事業について、教職員の健康管理とＰＴＡ活動
支援事業のほかに候補はあったのか。 

 
（委員Ｃ） 
・ ＰＴＡ活動支援事業の主な内容は何か。 
 
（委員Ｂ） 
・ 学識経験者にＰＴＡ活動支援事業を評価してもらう狙いは何か。 
 

事務局説明 

 
（庶務課長） 
・ 学識経験者に依頼する事業の候補は他になかった。 
・ ＰＴＡ活動支援事業の内容は、各ＰＴＡが親として子に対し家庭で何
を教え、何をすべきなのかといったテーマで講座などを実施する際、支
援を行なっている。また、教育委員会が家庭教育に関する講演会を開催
し、各ＰＴＡが参加している。 

 
（教育次長） 
・ ＰＴＡは活動自体がともすると形骸化している実態も一部ある。品川
区の場合、活性化しているが、家庭内での教育やＰＴＡ活動に参加しな
い人、非協力的な人をどのように組み込んでいくか等が課題となってい
る。ＰＴＡは任意の団体であるが、保護者の協力があればどのようなこ
とができるか、学識経験者に示してほしいと考えている。 

 

委員意見要旨 

 
（委員Ａ） 
・ 教職員の健康管理は重要なので、受診率が100％になるように努力すべ
きである。 

 
（委員Ｂ） 
・ 教職員の健康管理は、継続して学識経験者に評価を依頼し、できる限
り受診率が100％になるように進めるべきである。 

 
（委員Ｃ） 
・ 受診率100％を目指すということは同感である。 
・ ＰＴＡ活動支援事業の評価を学識経験者に依頼することに問題はない。
 
（委員Ｄ） 
・ 教職員の健康管理は重要なので、継続して学識経験者に調査していた
だきたい。 

・ ＰＴＡ連合会も活動に積極的になり、活動を広げようとしている。学
識経験者には家庭教育の視点で回答してほしい。 

 

議事結果 
 
 了承 
 

 



 

件名 

日程第3 報告事項1 
 
 ６月補正予算について 
 

担当課説明等 

 
（庶務課長） 
・ 資料に基づき説明 
 

委員質疑要旨 

 
（委員Ｂ） 
・ 放射線量測定は区で実施するのか。また、校庭、プールの実施日程の
考え方は何か。 

 

事務局説明 

 
（庶務課長） 
・ 測定は区独自で実施する。 
 
（学務課長） 
・ プールについて、職員の安全を確保した上でプール清掃をした後、水
道水を入れて測定する。この場合、放射能が出る原因は、水道水か雨水
となるが、現在都などが測定している数値に、大気中および水道水いず
れも問題がないため、今後大きな事故がない限り、測定の必要はないと
考えている。 

 
（教育次長） 
・ プールは、まず海岸部と内陸部で実施し、その後８校で測定する。プ
ールの使用は夏のみなので以上で終了とする。校庭については、各学校
輪番で測定する。校庭は年間を通して使用するため、年度末まで測定を
実施する。 

 

委員意見要旨 
 
 特になし 
 

議事結果 
 
 了承 
 

 



 

件名 

日程第3 報告事項2 
 
 平成２３年度新入学学校別増減理由一覧について 
 

担当課説明等 

 
（学務課長） 
・ 資料に基づき説明 
 

委員質疑要旨 

 
（委員Ｅ） 
・ 近隣区と品川区を比較した場合の特徴はあるか 
 

事務局説明 

 
（学務課長） 
・ 品川区や近隣区では、私立中学校への進学者数が増えている状況があ
る。目黒区では私立中学進学者数が減っているが、理由は不明である。
この統計の集計方法が各区まちまちなので一概には言えないが、私立中
学進学者数増の状況は近隣区と変わりない。 

 

委員意見要旨 
 
 特になし 
 

議事結果 
 
 了承 
 

 



 

件名 

日程第3 報告事項3 
 
 平成２４年度品川区立学校教育職員採用候補者選考日程について 
 

担当課説明等 

 
（指導課長） 
・ 資料に基づき説明 
 

委員質疑要旨 
 
 特になし 
 

事務局説明 
 
 特になし 
 

委員意見要旨 
 
 特になし 
 

議事結果 
 
 了承 
 

 



 

件名 

日程第3 報告事項4 
 
 大井町行政サービスコーナーにおける図書取次サービスの開始について 
 

担当課説明等 

 
（品川図書館長） 
・ 資料に基づき説明 
 

委員質疑要旨 

 
（委員Ｂ） 
・ どの図書館で借りた本でも返却できるのか。 
 
（委員Ａ） 
・ 本を予約した場合、何日ほどで借りることができるのか。 
 

事務局説明 

 
（品川図書館長） 
・ 区立図書館の本であればどの図書館で借りた本でも返却可能である。
区では区立図書館を介して他区図書館の本の貸出サービスを行なってい
るが、その場合は本を借りた区立図書館へ返却してもらうこととなる。
他区の図書は、返却時に中を見て破損、汚れ等を確認する作業が必要と
なるが、大井町行政サービスコーナーの職員は図書を扱う専門の人では
なく、負担となるためである。 

・ 在庫があれば、通常は翌々日ぐらいまでに借りることが可能である。
在庫なし、かつ先約がある場合は、その本が返却されたら借りることが
できる。 

 

委員意見要旨 
 
 特になし 
 

議事結果 
 
 了承 
 

 



 

件名 

日程第3 報告事項5 
 
 品川区立図書館の７～９月の閉館等について 
 

担当課説明等 

 
（品川図書館長） 
・ 資料に基づき説明 
 

委員質疑要旨 

 
（委員Ｂ） 
・ 10月以降の閉館等の取扱いはどのようにするのか。 
 

事務局説明 

 
（品川図書館長） 
・ 10月以降は通常の状況に戻る予定である。7～9月が電力消費のピーク
と考えているためである。 

 

委員意見要旨 
 
 特になし 
 

議事結果 
 
 了承 
 

 



 

件名 

その他 
 
 すまいるスクールにおける立正大学との協働について 
 

担当課説明等 

 
（庶務課長） 
・ 資料に基づき説明 
 

委員質疑要旨 

 
（委員Ｄ） 
・ 大学生たちは、どのようなことを子どもたちに指導しているのか。 
 
（委員Ｂ） 
・ 実施して効果があったのか。 
 

事務局説明 

 
（庶務課長） 
・ 開始前に研修を実施し、遊び相手ではなく、勉強の指導も行う。すま
いるスクール職員と子どもたちの間に入って、お兄さん、お姉さんの役
割を担ってもらっている。 

 
（教育次長） 
・ 昨年参加した学生にヒアリングを行ったところ、点在して配置した学
生たちがまとまって、新たに子供たちに授業を実施したり、単位取得後
も続けて参加を継続した学生や、公務員、教師を目指す学生も出てきた
という効果があったことがわかっている。但し、27人いた参加者のうち、
単位取得者は10数人という結果となっており、大学側にも生徒にヒアリ
ング等を実施してもらうよう依頼している。 

 

委員意見要旨 
 
 特になし 
 

議事結果 
 
 了承 
 

 


